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ISO 20022規格の
全体像
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1－１. 通信メッセージとは
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Aさん Bさん

送金関連情報

 誰から
 誰に
 どの銀行で
 いつ
 何を
 いくら

・
・



1－２. 通信メッセージとは
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２. 通信メッセージ標準の歴史
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（出所）森 毅、「金融業務で利用される通信メッセージの国際標準化動向」、IMES DISCUSSION PAPER 

SERIES No.2007-J-5、日本銀行金融研究所



３. ISO 20022の特徴
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① メッセージが汎用性・柔軟性の高いフォーマットで
書かれていること。

② 通信メッセージのフォーマットだけでなく、前提と
なる業務の流れやメッセージの条件なども標準化の
対象とする階層構造になっていること。

③ 標準化された内容が規格自体ではなく、レポジトリ
（進化するオンライン辞書）に保存する形で登録が
行われること。



４－１. ISO 20022の特徴①
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メッセージが汎用性・柔軟性の高いフォーマットで
書かれていること。

:32A:091029USD12500

:50K:/8754219990

1/ACME NV.

2/AMSTEL 344

3/NL/AMSTERDAM

:52A: EXABNL2U

<CdtTrfTxInf>
<IntrBkSttlmAmt Ccy=‘USD’>12500< /IntrBkSttlmAmt>
<IntrBkSttlmDt>2009-10-29</IntrBkSttlmDt>
<Dbtr>

<Nm>ACME NV.</Nm>
<PstlAdr>

<StrtNm>Amstel</StrtNm>
<BldgNb>344</BldgNb>
<TwnNm>Amsterdam</TwnNm>
<Ctry>NL</Ctry>

</PstlAdr>
</Dbtr>
<DbtrAcct>

<Id>
<Othr>

<Id>8754219990</Id>
</Othr>

</Id>
</DbtrAcct>
<DbtrAgt>

<FinInstnId>
<BIC>EXABNL2U</BIC>

</FinInstnId>
</DbtrAgt>

</CdtTrfTxInf>

従来型フォーマット
（SWIFT MT 103）

XMLフォーマット
（ISO 20022 Customer Credit Transfer）

・バイナリ

・項目の意味を
位置で表現

・テキスト

・項目の意味を
タグで表現

（出所）ISO 20022 For Dummies, SWIFT 5th Limited Edition

<Id>8754219990</Id>



４－２. ISO 20022の特徴①
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XMLは、システムやアプリケーションを問わず、
データを交換できるフォーマット。

データの項目・条件などをタグを使って自由に
決められる柔軟性がある。

システム依存度が低く、データの共有・再利用
が容易な点などで、従来型フォーマットよりも
優れるとされた。

XMLは、データ量が多く、最近のプログラム言語
との親和性が低いとの指摘も。



５－１. ISO 20022の特徴②
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通信メッセージのフォーマットだけでなく、前提と
なる業務の流れやメッセージの条件なども標準化の
対象とする階層構造になっていること。

標準化対象 内 容 視 点

ビジネスモデル 対象業務の流れを示したもの 実務家、顧客

メッセージモデル
通信メッセージの種類、項目、条件など
を示したもの

設計者

フォーマット
モデルに基づいて生成されたメッセージ
フォーマット

開発者



５－２. ISO 20022の特徴②
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階層構造にすることで、フォーマットの変更に柔軟
に対応できる。

業務の流れやメッセージの条件などを記述する言語
（モデリング言語）のハードルが高いとの指摘も。

ビジネスモデル

メッセージモデル

フォーマットＡ フォーマットＢ

ビジネスモデル

メッセージモデル

フォーマットＡ フォーマットＢ



６－１. ISO 20022の特徴③
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標準化された内容が規格自体ではなく、レポジトリ
（進化するオンライン辞書）に保存する形で登録が
行われること。

Card payments

Repository

Dictionary

Catalogue

Payments clearing

& settlement

ISO 20022 

message 

models

ISO 20022 

Dictionary

ISO 20022 ASN.1 syntax ISO 20022 XML syntaxx

physical 

message 

representation

（出所）Introduction to ISO 20022 – Universal financial industry 
message scheme, v186, https://www.ISO20022.org

ISO規格



６－２. ISO 20022の特徴③
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国際規格に直接ルールを書き込む場合と比べると、
標準化のプロセスが迅速であり、金融サービス分野
の幅広い関係者が関与しやすい。

レポジトリ管理等でガバナンス上の問題の指摘も。

ISO 20022 RMG

ISO 20022 RA メッセージが登録されるデータベース（レポジトリ）の維持管理（SWIFTが担当）

Payment SEG

Securities SEG

Derivative sub SEG

FX SEG

Card SEG

TSG

ISO 20022の候補メッセージに関する
妥当性検証（変更要求に対する審査等）

実装やモデル構築に関する技術的支援

Cross SEG SEG間をまたがる調整

Business Model Support Team

資金決済担当

証券決済担当

デリバティブ担当

外国為替担当

カード・リテール取引担当

ビジネスモデルの調査

メッセージの登録全般の管理（各SEGのオーバーサイト／ビジネスモデル承認）

Trade SEG 貿易金融担当



７. ISO 20022の課題
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① フォーマットを新たな技術に対応したものへ。

② 各分野の様々なステークホルダーが標準化に携わり
やすいよう、標準作成作業をもっと容易に。

③ 金融サービスの幅広い分野での標準化が進むよう、
標準化プロセスにガバナンス上の工夫を。

構文論(syntax) : XML, ASN.1 → JSON 意味論(semantics) : ontology



８. ISO 20022の先進性
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① 金融サービスの幅広い分野における通信メッセージ
の相互運用性を実現するという理念。

② 将来に備えた拡張性や技術的柔軟性（レポジトリの
活用、新しいフォーマットへの対応）。

③ 現在でも陳腐化していない設計思想（階層化された
標準など）。



ISO 20022が
展望する将来
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従来からの国際送金イメージ

Aさん Bさん
1184ユーロ1000ポンド

Bさんに送金

フランスイギリス

Aさんから受領
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コルレス銀行 Ｘ コルレス銀行 Ｙ・・・



暗号資産を用いた国際送金イメージ

1184ユーロ1000ポンド

Bさんに
送金

Aさんから
受領

暗号資産の交換

ポンドか
ら暗号資
産に変換

暗号資産
からユー
ロに即時
で変換

※ 暗号資産の価格変動リスクを避ける
工夫が行われている。
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フランスイギリス

Aさん Bさん



P2P型の国際送金イメージ

Aさん Bさん

CさんDさん

1184ユーロ1000ポンド

Bさんに送金

Cさんから受領
実際はAさんから
Dさんに送金

Aさんから受領
実際はCさんから
Bさんに送金

Dさんに送金

フランスイギリス

複数の外国送金を取り
纏め、国内送金に変換
（送金手数料の削減）

1000ポンド 1184ユーロ
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アプリ



経済産業省 情報経済小委員会 中間取りまとめ報告書
2015年5月公表社会全体がCPSにより変革される「データ駆動型社会」

https://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/johokeizai/report_001.html 22

https://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/johokeizai/report_001.html


TC 68について（2020年11月時点）

TC 68

SC8SC2 SC9
参照データセキュリティ 情報交換

AG1: ISO20022 RAの
オーバーサイト

SG1: ISO 20022の改正
WG1：セマンティック

モデル
WG3： ISO 8583と

ISO18245の改正
TG1：ATICA（カード取引

のメッセージフォーマ
ット）

WG 8 :PKI(公開鍵基盤)
WG11:暗号アルゴリズム
WG13:リテール決済の

セキュリティ（PIN等）
WG16:ＴＰＰのセキュリティ
WG17:デジタル通貨の

セキュリティ
WG18:顧客認証技術

（e-KYC）
WG19:バーコード決済の

セキュリティ

WG 1：CFI（金融商品分類コード）
AG 1：CFI
WG 2：BPoS（金融商品説明項目）
WG 3：DTI（デジタルトークン識別子）
WG 4：LEI（取引主体識別子）（廃止予定）

WG 5：UTI（固有取引識別子）（廃止予定）

WG 6：ISIN(国際証券コード)
WG 7：NPI(自然人識別子)
WG 8:UPI（固有商品識別子）
WG 9：Official Organizational

Roles (OOR)
CAG: Strategic Leadership Group 

AG 2：Standards Advisory Group (当局とのリエゾン)
AG 3:Best Practices
SG 4：コミュニケーション
AG 4：サステイナブルファイナンス
TAG 1: FinTech TAG
SG(予定)：中銀デジタル通貨（CBDC)
CAG:Strategic Leadership Group 

ISO
20022
RMG

米国

英国 スイス 仏国

英国
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お問い合わせ

日本銀行 決済機構局
（ISO/TC 68 国内委員会事務局）

E-mail: iso-tc68@boj.or.jp

03-3277-2150
03-3277-1483

（事務局直通）
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